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　　１．テーマ設定とねらい

売上の大黒柱である「Ｍシリーズ」が大幅に低下
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かつてのヒット商品が

売れなくなった（▲6２%対比）
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〔仮説〕

デザインに反映しよう！

非購入理由を調査して
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　　２．課題の明確化

３．目標の設定

購入したお客様の
アンケート結果より

◇バリエーション
　を増やそう！
・デザイン　・低価格帯
・材質・色・マットレス

　安易なバリエーションアップで良いか？　安易なバリエーションアップで良いか？

お客様の評価体系を見直し、刷新するような新商品企画お客様の評価体系を見直し、刷新するような新商品企画
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　　４．方策の立案

アンケート（インタビュー）調査

｢ベッド｣の
購入理由

購入者

｢ベッド｣の
購入理由

購入者

開発時の
重視ポイント

デザイナー

開発時の
重視ポイント

デザイナー

｢Ｍシリーズ｣
の非購入理由

非購入者

ユーザー１

２

◇お客様とデザイナーの
　評価の違い⇒“もれ分析”

◇お客様とデザイナーの
　評価の違い⇒“もれ分析”

◇デザイナー
評価体系確立

◇デザイナー
評価体系確立

◇新商品企画
の立案　

◇新商品企画
の立案　

評価
グリッド法
による
体系化

新
商品企画
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　　５．最適案の追及

(1) インタビュー調査を実施

(2) 結果の整理
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(3) データ解析（その１）

①デザインがダサくて爺臭くない

②木目ばかりでなく若々しい

③割安感のある

・若い時流に合ったかっこよさの追求

・ベッドに新たな付加価値を与える

　アイデアの創出

デザイン開発の重視ポイント
顧客への訴求ポイント

（インタビュー調査結果より）

①デザインがダサくて爺臭くない

②木目ばかりでなく若々しい

③割安感のある

・若い時流に合ったかっこよさの追求

・ベッドに新たな付加価値を与える

　アイデアの創出

デザイン開発の重視ポイント
顧客への訴求ポイント

（インタビュー調査結果より）

上位４項目を取り上げて検討して、デザイン方針を決定？
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(3) データ解析（その２）

　商品企画・開発をする場合は、比較的に｢良い点がいくつ
あるかの評価｣になると思います。この“もれ分析”は、逆に
｢もれている点を探す｣や｢悪い点をみる｣という考え方で分
析してみるということです。

そこで相談を受けました！そこで相談を受けました！

｢買った要因｣と｢買わなかった要因｣との関係はどうですか？｢買った要因｣と｢買わなかった要因｣との関係はどうですか？

　しかしながら、確たる方法論がないことから、ＳＱＣ手法確たる方法論がないことから、ＳＱＣ手法
を活用した新しいアプローチをを活用した新しいアプローチを考えてみました。

　ここで提案する“もれ分析”は、顧客の購買要因・非購買理
由とデザイナーの開発重視ポイントを“数量化Ⅲ類”を活用し
て分析し、両者の分析結果を比較することでデザイナー側の
開発重視ポイントの｢もれ｣を見出す方法です。
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掲載されている著作物の著作権については，制作した当事者に帰属します．

著作者の許可なく営利・非営利・イントラネットを問わず，本著作物の複製・
転用・販売等を禁止します．

所属および役職等は，公開当時のものです．

■公開資料ページ
弊社ウェブページで各種資料をご覧いただけます http://www i-juse co jp/statistics/jirei/

■お問い合わせ先
(株)⽇科技研数理事業部パッケージサポート係

弊社ウェブペ ジで各種資料をご覧いただけます http://www.i juse.co.jp/statistics/jirei/

http:/www.i-juse.co.jp/statistics/support/contact.html
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